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日通川崎事件、東京高裁「控訴棄却」不当判決！

地裁判決のコピーの高裁判決に「大竹裁判長は企業に忖度するな！」
9月 14 日、15 時日通川崎事件の判決が東京高裁(大竹昭彦裁判長)であった。判決前の 14 時から
は、判決前の裁判所前宣伝行動が行われた。当該労働組合、支援者が押し寄せ 100 名が集まった。
はじめは支援者グループのうた声で始まり、「日通雇い止め裁判」を絶対に勝利判決を勝ち取り、全
国で苦しんでいる契約雇用、雇い止めに泣いている労働者に展望を与えたい。何として勝利判決を
勝ち取ろうと声を上げた。

【宣伝行動】14:00
◆司会挨拶
いよいよ判決の時が来ました。この裁判を何としても勝利して、働く者の環境を守りたい。泣い

ている人をいないように安心して働きたい。労働者の希望を実現させるためにも皆さんと頑張りま
しょう。

ユニオン平和トピックス NO.19

司法は有期雇用労働者を殺すな 公正判決を期せ！
ユニオンネット平和センター 2022年9月15日
〒101-0048 東京都千代田区神田司町2－15－9武蔵野ビル２F
TEL：03－5577－7262 mail:miyakawa@sinsyakai.or.jp



- 2 -

【支援挨拶】
◆菅野さん（川崎労連）
この裁判は原告の岩本さんだけの裁判ではありません。

多くの非正規労働者、ご家族の皆さん、当たり前に暮らし
てゆける労働環境を作るためにも大切な裁判です。最後ま
で力を入れて支援をいたします。

◆松本久史副委員長（ユニオンネット・お互いさま）
私たちは、無期転換逃れの争議を東京でやってきました。

今日川崎の判決が出ます。今日の判決で勝利し、私たちの
裁判も 11月 1日に判決があります。二人の原告が裁判に勝
って堂々と職場に戻ることを願っています。裁判所が私た
ちの願いを受け取り社会正義を貫いてほしいです。この裁
判は、無期転換逃れが許されるのかどうかです。労契法 18
条ができて、5年の前日に首を切るこのようなことは許されない。このことを問うてきた闘いです。
しかし、地裁では不当な判決が示されました。東京でも川崎でも出ました。私たちは院内集会を 3
回、次回は 9月 22日に開きます。裁判に勝つと共に、法律も労働者に即したものにする。有期労働
者の不安を解消できる法律にする。実現させるためにも高裁判決勝利をしましょう。
◆ 14:30、傍聴券を求め抽選の列が伸びた。
【判決】15：00

15 時:5 分、判決のあった 101 号法廷から原告支援者が飛び出
してきた。手に握りしめた「旗」が握られている。門前で、開
くと「不当判決」が無情にも目に入った。裁判所に向かって「不
当だ」「裁判所は日通を忖度しているのか」の怒号が飛んだ。法
廷で大竹昭彦裁判長が発した言葉は「控訴棄却」の一言だけ。

【報告集会】15:15
判決を受け、裁判所前で報告集会を開き二人の弁護士から報告
があった。

◆弁護士
今回控訴棄却する不当判決が出ました。裁判所は形式しか見ていない。私たちは地裁、高裁を通

じて契約書の背後にある非正規労働者の実態を見てほしいと繰り返し訴えました。十分に岩本さん
実証を直視すれば、サインは無効であると判断できます。無期転換ルールを死文化させる日通のや
り方が明らかになります。判決は非正規労働者の実態を無視続けてきた裁判所の不当判決に怒りを
覚え、私の中では上告と考えます。

◆弁護士
地裁と高裁の枠組みの判断は同じです。「5年以内の有期雇用は法制度上、認められているんだと。

たとえ 1 日前であっても問題がない。5 年以内なんだから無期転換の発生する余地はない」と言い
切ります。岩本さんの契約書は 5 年と書いてあるんだから、これは 5 年なんだと切り捨てました。
問題はどこにもないといいきる。背景を全く無視をして、労働者の思いを掘り下げない。皆さんと
共にもう一つこの上まで頑張りましょう。
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【原告の岩本さん】
本日はありがとうございました。私も書面を見させて頂きました。労働者は使い捨てでも良いと

いう判断しか見えません。サインすればどんな状況だろうが、どんな仕事をしていようがサインの
み重視、その他は一切関係ないと切り捨てます。目の前の書面にサインをしたでしょと判断して判
決を出しました。全く地裁判決と変わらないです。高裁の意味がないなと感じました。この先もこ
のままでは終わっては労働者の未来はない。闘っていきます引き続きご支援をお願いします。

【解説】
原告の岩本さんは、日通川崎1年の雇用契約を繰り返す有期雇用で働いてきました。雇用契約

が5年を超えた場合は、定年まで働ける「無期雇用」にしようと法的に定めています。（労契法18
条）ところが、日通はその前日に雇い止めをしてきました。雇用期間を定めた契約書に「署名し
なければその時点で雇い止め、署名すればおっつけ雇い止め」では労働者に選択の余地はありま
せん。こんな契約を盾に首切りが横行したら無期雇用転換権など絵に描いた餅です。岩本さんは、
大企業の捨て駒で甘んじろ！という非常な判決に、勝利判決を信じ闘い続ける決意でいます。


